
山口県立大学
看護栄養学部
栄養学科
食育プログラム開発チーム
食育戦隊ゴハンジャー
県内各地de大活躍！

山口県立大学看護栄養学部の食育プログラム開発チー
ム食育戦隊ゴハンジャーは、平成18年度から地域の子ども
達を対象とした食育活動に取り組んでいます。単なる知識
の伝達ではなく、体験を通して食に対する意識や行動の変
化に繋がるプログラムを開発することを目指しています。

この食育活動は、栄養学科の課外活動で、チームは教
員と1年から4年までの学生で構成されています。チーム員
は教員６名、学生４４名(平成25年11月1日現在）。
学生が企画・運営し、評価にも関わり教員と共にプログラム
を作り上げます。

食育戦隊ゴハンジャーとは、三色食品群をイメージした
チ ムのオリジナルキャラクタ です 食べ物を色で分類して

インタビューに応じていただいた
加藤先生とチーム員

三つの色の揃った食事を摂ることの大切さを教え、体
験を通して意識づけ、食の大切さを楽しく教えます。最
後に必ず「ふりかえり」を行い、学んだことを整理して深く
印象に残るように工夫してプログラムを作っています。

大学の自主企画の他に自治体や生協と連携した食
育プログラムも作成して、年間に数本のプログラムを実行
しています。本事例集では、大学が周南市健康増進課
と連携して徳山めぐみ幼稚園で３回に亘って実施したプ
ログラムの一部を紹介します。

こねぇなことをやっちょりまーす！

チームのオリジナルキャラクターです。食べ物を色で分類して、
その働きをゲームやクイズで楽しみながら、分かりやすく子ど
も達に教えます。

筋肉もりもりのポーズ

風邪をふきとばすポーズ
走り回るポーズ

赤：チキミ
体を大きくする
力を持つ

緑：ピーコ
体を病気から
守る力を持つ

黄：ヨネオ
体を動かす
力を持つ

黄色の｢ヨネオ｣、赤色の｢チキミ｣、緑色の｢ピーコ｣
３人そろって｢ゴハンジャー｣♪

チームで作成した
ワークブックと絵本



このチームの活動のきっかけは、国立山口徳地青少年自然
の家との共同研究にあります。この施設の食事提供方式は、
バイキング方式を取り入れています。当時の施設の方から、
子どもたちの偏った食品の選択、少ない食事量、後片づけの
マナーの悪さ等に対する問題解決への相談を受けました。一
方、山口県立大学は、学生が食育に関するプログラムを開
発し、実践的に取り組む活動の場を求めていました。このよう
に、始まりは国立山口徳地青少年自然の家との共同研究で
したが、現在は様々な所で地域の子どもたちを対象とした食
育活動を精力的に行っています。なお、ゴハンジャーは平成
20年に誕生しました。

現在、栄養学科の食育系課外活動は、「食育プログラム
開発チーム 食育戦隊ゴハンジャー」のほかに山口県内の食
料自給率向上を目指して活動している｢やまぐち食べちゃる
隊｣と若者の食意識の向上を目指し 大学生を対象として

楽しく食べる子ども育成プログラム
～食育に取り組む家庭づくり～

第１回目 平成25年6月26日
ゴハンジャーが幼稚園にやってくる！

園児らの元気な｢ゴハンジャー！｣の呼び声で登場した
ゴハンジャー。

ゴハンジャーはパネルを使って、食べ物は三色に分けられる
こと、それぞれに働きがあることを園児たちに伝えました。そし
て 三色ポーズゲームに挑戦！

このプログラムでは、全３回を通して食について興味・
関心を持ち、各家庭に合った食育の取り組み方に気付
くことにより、家庭でも楽しみながら食育に取り組むきっか
けを作ることを目的としています。

第１回目のプログラムでは、食べ物の三色の分類や働
きを知り、食やこれからの食育活動に興味・関心を持つ
ことができるように工夫しています。

まずは、｢おーちたおちた
ゲーム｣｢食べ物発見隊
ゲーム｣で体を動かしてア
イスブレイク。緊張がほぐ
れたところで、本題に入り
ます。

活動のきっかけは・・・

http://www.ypu.jp/gakubu/kango/eiyo/shokuiku‐gohan.html
山口県立大学食育ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ開発ﾁｰﾑ食育戦隊ｺﾞﾊﾝｼﾞｬｰ 〒753‐8502 山口県山口市桜畠3‐2‐1 TEL 083‐928‐2402

隊｣と若者の食意識の向上を目指し、大学生を対象として
食育活動を行っている｢お弁当の日プロジェクト｣があります。
http://www.ypu.jp/gakubu/kango/eiyo/kagaikatudoutop.html

課外活動の中でゴハンジャーの活動を選んだのはなぜ？
・県大のＨＰで高校生の頃からゴハンジャーを知っていた。
子どもと接することが好きなので、ふれあいながら専門性が
活かせると思い参加。（4年生）

・入学時に説明を受けた際、子どもが好きなので、子どもと接
しながら教えられると思った。友達の食事が偏っているのが
気になっていたこともきっかけの一つ。(3年生）

・オープンキャンパスで紹介されていた、ゴハンジャーの食育活
動が楽しそうだったこと、子どもが好きなこと、県大にしかない
活動であることから参加。(2年生）

て、三色ポーズゲームに挑戦！

次に、三色そろったごはんを食べておらず、元気が出ない
ぱっくんに、どうしたら元気が出るかゴハンジャーと一緒に考え
る劇を行いました。劇を見る園児たちの真剣なこと。

最後はみんなでポーズ！！



コーンとえだまめをトッピング トマト食べられたヨ！

三色の食べ物についての復習 トマト名人安永さんのお話

トマトごはんをニギニギトマト入り白玉だんご作り でーきたっ！ ☆☆☆

トマト博士メダルを授与

加藤先生、お味はいかが？

楽しく食べる子ども育成プログラム ～食育に取り組む家庭づくり～
第２回目 平成25年9月9日 食べ物の旅 ～君の口に入るまで～

第２回目は、園児たち
が周南市健康増進課の
職員と農家の方からトマ
トの生産からお店に並ぶ
までの話を聞いた後、調
理実習をして、食べ物や
食べ物を生産した人、料
理を作ってくれた人への感
謝の気持ちが持てるよう
なプログラムになっていま
す。
ゴハンジャーは最初に、

三色の食べ物についての
ふりかえりを行いました。
最後に園児たちが作った
料理を一緒に頂きました。
第３回目では、第１回、

第２回のふりかえりができ
る劇やオリジナル教材を
使った食育プログラムを計
画しています。

園長先生の感想

お母さん達の感想

数年前に色分けによる食育を試みたが、
うまくいかなかった。今回のゴハンジャーで
は色とキャラクターが結びつき、印象付け
の仕方によって、子どもたちは食品群とそ
の効果を理解できるんだ！と感心した。
ゴハンジャーは大人気。２回目があると

聞いた子ども達は喜びつつ、一言
｢でも、人間じゃった?！｣

・家で食事する時にチキミ！ピーコ！と食
材をチェックしながら食べている。
・食卓で話題になり、食べ物の話をするよう
になった。
・食材に興味を持ち、肉でも、鶏なのか？
牛なのか？野菜は何なのか？聞いてくるよ
うになった。

http://www.city.shunan.lg.jp/section/kenkozo/jigyou/syokuiku.html
周南市健康増進課 〒745‐0005 山口県周南市児玉町1丁目1−1  TEL . 0834-22-8553


